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唐津・呼子両図幅r内におけるいくつかの問題について

小　　林　　　勇菅　　今　　井　　功撒　　松　井　和　典鞘

　　　　　　　　　　　　：R6sαm6
0n　Sever在1Pr6blems　in　the　Geological3heet　Maps　of　Karatsu　and　Yobuko

by

　　　　　　　Isamu　Kobayashi，Isao㎞ai＆］［くazunori　Matsui

　　5everal　data　in　the　local　geology　obtained　from　the　field　works　in　the　area　of　the

Karatsu　ahd　the　Yobuko　Geological　Sheet　Maps，scale1：50，000in　the　northwestem　cor・

ner　of：Kyush廿Island　are　preliminarily　reported．

　昭和25年度および26年

渡に行つた5万分の1唐津
図幅および呼子函幅調査の

結果のうち，從来あまり知

られていなかつた下記の諸

・事項につき速報する。

当地域の地畳ば・唐津市

周域に広く発蓬する花崩岩

が基盤をな．し，その上に
　　　お一ち
第三三系の相知暦群（大辻暦
　　‘きしま
群）・杵島暦群（芦屋暦群）・

佐世保暦群が順次堆積して

おり，玄武岩熔岩がこれら

の基盤岩および第三系を被・

覆している（第1図）◎　“

　1．相知層群と杵島『

　　属群との関係

添目矢口暦群は2潅庭成暦より・

なる上部の杵島暦群と整合

．関係にあると考えられてい

るo

　　　　　　とくすえ
　東松浦郡北波多村徳須恵

南方の岸岳附近では，相知

層群上部の芳の谷暦に属す

る七ヘダ炭暦の上に，著し

、・崖をつくる厚さ80mの

砂岩暦が発達し，その上に

は厚さ50～100車の白色で
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石英粒の多い砂岩暦があり，これをへだてて杵島暦群P

最下部の杵島暦が分布している。しかるに徳須恵北方の
なりぶち　しげカをわち

成淵・重河内附近では，七ヘダ炭暦と考えられる薄炭層

が分布するが∫この上の崖をつくつて分布する砂岩に，

厚さ10m内外となり，その上には直接杵島層と思われ

る地暦が堆積している。すなわち，この附近では，岸岳

附近にみられる崖をつくる砂岩の大部分と，その上の白

色砂岩を欠いている（第2図）。このことは，26年度に当・
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第2圖　岸岳・成淵・重河内附遡の岩相攣fヒ

地方の調査を行つた繭岡通産局の坊城技官の地質図にも

うかがえるし，またこれと関連して興昧のあることは，

九大山崎助教授が「芳の谷層の素部の暦厚は局部的に変

化が著しい」1）と述べていること．であるo

．　2．杵島麿群と基盤の花謁岩類との不整合関係

・杵島暦群と基盤の花嵩岩類との不整合関係は当地域で

は・．從来知られていなかつたが・東松浦郡湊村日叛鼻に

おいて，唐津市より湊村に通ずる縣道漕tl・に，岩質上杵島

　　　　　　　ロヨ　ち

S●・び・9・。、・　1N
藩麟馨1畿鼻

0　　　・　　　　4m

　　第3圖「湊村日叛鼻露頭
ss＝砂居　　sh＝頁岩　　cg：礫岩　　G：花嵩岩

1）山崎達雄　「唐津炭田の雇序にういて」日本地質學會第59年年舎講演

層群のものと考えられる地暦が，花崩岩類を不整合に被

覆しているところが見られる（第3図）。すなわち花崩岩

類を不整合に覆つて厚さ1．5mの礫岩暦（礫は主として

珪質岩および粘板岩の円礫ないし角礫で，直径2cm以

下）があり，その上には友色頁岩那さらにぞの上には塊

状の砂岩が露出しているoこの砂岩は1友青色ないし淡緑

色を呈し，粗粒で礫を交え，C郷s碗JJ吻s‘E郷mss漉伽）

翅伽，％”爾偲剛伽～sp．等の化石を含んでいる・また

この砂岩は現在縣道修復のため石垣石として採取されで

いる。』このような特徴は杵島暦群の佐里砂岩暦あるいは

行合野砂岩暦によく見られる。
　　　おがしら
　また湊村尾頭の北々東500mにある溜池の下流300m

の地点においても，砂岩暦が花嵩岩類を不整合に被覆し

ている。こり砂岩は粗粒で，花醐岩質岩石の礫を含み，

また1部には炭質物を含み，風化した面は黒紫色を呈す

る。露頭で見ら紅る厚さは10m内外で，「その上には玄

武岩熔岩が分布している。この砂岩はCh’伽脚α5hか、

　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ召卿sJsF　var．磁廊oJ初θθ∫粥等を含み，岩質等からやはり馬

杵島暦群の一員と考えられる◎

　この他東松浦郡打上村丸野部落り北東，湊村尾頭部落

の南に・岩質上杵島暦群のものと思われる砂岩層が僅か

に露出する。そこ応は直接め露頭はないが，花嵩岩類お’

よびこの砂岩暦の分布状態からみで，両者は恐らく不整

合関係にあるものと思われる。一

　同じような砂岩が，打上村岩野北方で1玄武岩熔岩の’

下に僅かにみられるが，ここでは花嵩岩類との蘭係はわ

からない。

　3．佐世保層群と基盤の花高岩類との不整合関係
　　　　　　もろうら
　東松浦郡有浦村諸浦の東方，有浦川の曲折点にある神
’
、

社附近には基盤の花崩岩類が露出し，一それより尾根に滑

つて、⑳mほど登つたところには，円礫をまばらに含ん

だ中粒砂岩が露出する・両者の関係は直接にはわからな

いが・分布状況からみて不整合関係にあるものと思われ

るo

　有浦村役場の南南東約200mの地点の道路澹いには，・

砂岩が花崩岩類を不整合に覆つているところが見られる

（第4図）。この砂岩は中粒ないし粗粒で，次白色を呈

し，直径起m以下の礫を含庖でいる。

　これらの砂岩の上部には炭暦があり，一岩質および層序

上，いずれも佐世保層群の下部のものと思われる。

　また東松浦郡打上村中李附近の潟川左岸で，佐世保暦

群の下部と思われる拠暦（淡友色で石英粒に富む中粒砂

岩・縞状砂岩・直径4c血、以下の花崩岩質岩石の亜角礫を鵯

含む砂岩等からなり，厚さ10c血の炭暦を挾んでいる）
　ぺ
が・不整合関係で花嵩岩類に接している（第5図）。
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　　　第4圖　有浦役場甫露頭
CS：礫交り粗粒砂岩　　　fs：黄自色細粒砂居

gs：花醐岩蛮砂岩　　　　G：二花嵩岩
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第5圖　打上村中李露頭
F：貝化石　sh：頁岩　G：花嵩岩

4．杵島暦群と佐世保属群との関係

　調査地域の南部，東松浦郡切木村瓜ケ坂と満越の問の

海岸および北松浦郡鵬島の東端では，杵島暦群と佐世保

層群とは完全に漸移している。調査地域の北部では，前

に述べたように杵島暦群が花嵩岩類を不整合に被覆する，

ところと，杵島層群を欠いて花闇岩類の上に直接佐世保

層群が不整合にのるところがあるが，直接には両暦群の

関係はわからない。しかし両暦群の分布状態から，ある

ところでは佐世保暦群が堆積する前に杵島暦群の1部が

蝕去された可能性も考えられるので，杵島層群を堆積せ

しめた海進の末期には，多少の変動があつたのではない

かと，悪われるo‘

　　　　　　　　5．鷹島の地質について

　　　　　　　　　　ひあがりぽな
　　從来は鷹島の南東端干上鼻から北西に向つては順次

　上暦が露出するものとし，日比の南西の北鷹島炭砿で稼

　行中の炭暦は松浦三尺暦に対比されていた。ところが，

　日比の南東800mの海岸に，NE《’SW方向の東落ちの

　断暦がみとめられ，断暦の北西部には再び下の地層が露

　出することがわかつた。このことは日比における自比試

　すいと，干上鼻西部の鷹島1号試すいとが，それぞれの

　柱状図に珠り，ほぼ同じ暦準から掘難されていることと

　一致する（第6図）。

　　さらにこの断暦によつて，北鷹島炭砿で稼行中の炭暦

　は，鷹島1号試すい地附近に露出する淡暦に相当するも

　のであり，また地表調査と試すい資料の結果から，この

、淡層は松浦三尺暦よりもかなり下の炭暦（恐らく：大鶴附
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第6圖　　封比圏

（杵島膿業株式會肚の資料による）

近の白岩八寸炭）であるこ

とがわかつた。從つて今ま

で鷹島の西牛には佐世保暦

群上部の野島暦が分布する

と考えられていたが，調査、

範囲丙では恐らく野島暦は

分布していないもの．と考え

るo

　6．玄武岩質熔岩の

　　　　地質時代』

　唐津・呼子地方には数枚

の玄武岩質岩石が広く熔岩

台地をなして分布してい

て，これらの地質時代につ

．いては1最近特に注目される

ようセこなつたo

　この玄武岩質熔岩の分布ー

する高度は，北方ほど低く

なり，呼子および名護屋附

近でこの熔岩は海中に没す

るo

’東松浦郡呼子町小友部落

北方友崎の海岸には，N25

’一35qE，22’一24bNの走

向・傾斜を示す佐世保暦群

の上に，傾斜不整合で堆積

している地暦が見られ，そ

の上には見事な柱状節理を

示す玄武岩熔岩が流れてい

る（第7図）。
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　　　第7圏　友崎海岸露頭
B：玄武岩　　D：新期堆積展　　丁：第三紀雇

A3斑朕安画岩質岩脈　　　F：断暦

　この地暦は白色粗粒砂（アルコーズで時に細礫を含む）

・青次色粘土・青次色砂質粘土，あまり竣化していな》・木

片を有する紫褐色粘土からなつており，その岩質から洪

？1》（217）



地質調査一所月報、（第4雀第5号）

積世のものと思われる。〆

　同様な地層は，小友部落の南・呼子町尾ノ下鼻・呼子町

一殿浦』西松浦郡波多津村深谷《’稗木場間・名護屋村海岸

および値賀村海岸の数ヵ所等にも，、玄武岩の下に存在す’

るのがみとめられるQまた加部島でも3ヵ所で見られ・

’そこでは禾の破片を含んでいる。

　以上の事実から， 唐津・呼子図幅内に広く分布する玄

・武岩類熔岩の少なくとも1部は洪積世のものと・思われ

るo

・　　　　　　7．、安山岩質岩石の岩脈およ穿岩床について

　　　　両図幅丙には，非常に多くの粗粒玄武岩質岩石および』

　　　　　　　　　ぐ　　　　安山岩質岩石が，岩脹・岩床をなして杵島・佐世保両層
　　　　　　　　　　　　　ー群中に貫入している。

　　　　粗粒玄武岩質岩石は主に杵島層群中に貫入し，安山岩

　　　8質岩石の岩床・岩脈は佐世保暦群中に多く，これら両者

　　　　　　　　　　　　　　の全般的な関係は不詳である。安山岩質岩石は肉眼的に

　　　斑状を呈し，主として東松浦孚島・鷹島・呼子町・湊村

　　　　の海岸線に多く見られ，このうち岩脈の多くはNWの

　　　　方向をi呈しているo

　　　　大鶴炭砿におい七は，この岩床がかなりの面積にわた

　　　　つて炭層に熱変質を與えているのが見受けられる。

　　　　呼子町友崎の海岸には，佐世保暦群を貫く安山岩質岩

　　　石の岩脈がある。この岩脈は、，前述の洪積暦と考えられ

　　　1る地暦に明らかに被覆されている（第7図）Qしたがつて

　　　安山岩質岩石の岩床・岩脈の貫入は，少なくとも1部の

　　　玄武岩熔岩より古い時代に行われたものである。

　　　　　　8．断層について

　唐津図幅の北東牛に広く分布する花崩岩類は，ところ

により著しく破樺作用を受けている。この花嵩岩類と古

第三系の境界は，同隅幅南西部では筑肥線“ばんずい

いん”駅・坊中・畑島・重河内を適り，北西～北北西方

、向に延びる直線状をなし，大部分が断層関係にあるもの

と思われる。坊中より“ばんずいいん町’駅に至る道路

においては，相知暦群の芳の谷暦上部の崖をつくる砂岩

　　　　　　　暦が，花崩岩と断暦で接している露頭が見られ，断層の

方向はN200Eで，西に70～800傾斜するbここでは

2・》3mの聞花嵩岩の角礫帯があり，その南西に接する

砂岩・頁岩は部分的に3m幅にわたつて70・》800に急lP

傾斜している◎10mほど断層から離れた所では・砂岩・

頁岩は正常の走向・傾斜（NS，、6・》12。W）に復してい

るo

　重河内北方でもほとんど水李に近い地暦が，花崩岩に

接すると急斜するのが見られる。

　当地方の諸断暦には，上記の断暦に李行する北西～南

東方向のものが優勢で，特に稗田刃行合野，岸岳～志気

間には多数の断暦が並列し，北西より南東方向に延毬た

断暦帯をなしている（第8図）Qこの断暦嘗と上記の坊中

重河内断暦の問は安定した堪樽で，岸岳の下は往時さか、

んに操炭された地域であるが，大きな断暦は見られな

いo

、

　　　　　　が

　　　　　　　、、　　　　　　　　　十．←　　狩合野　　　　　　　　　　　　　　　　　十・十

　　　　　　　　　　　　　　十　　　　　　　　　　　　　　　ト
　　　　　　　　　　懸

　　0　　　　　！
　　　　　　G花肉岩
、　　3　　4km＼漸ア
　　　　　　＼槻吻

第8圖　岸岳・行合野階近卑断暦系統

　花嵩岩中には破樺された部分があること，および古第

三系分布区域に安定し『た地樽と断暦帯があることから，

現在見られる古第三系中の断層の1部は，基盤花闘岩類

中の既存の弱線に沼つて生じたものど、思われる。

ま悌7邸示すように・陣子鞭に見られる断層に
・は・前に述べた玄武岩の直下の洪積世と思われる地暦を

切つてないむのがあるoしたがつて，断暦のあるものば

明らかに玄武岩熔岩より古いことが確認された。・

　　　　　　　　　　　　（昭和27年9月稿｝

　第1図凡例の古第三紀暦は第三縄暦の誤りである

／

、

72一（218）




